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開催日： 2024年 5月23日（木）   開催時間： 12:00 - 13:10

第97回日本整形外科学会学術総会
キヤノンメディカルシステムズ株式会社共催

第97回日本整形外科学会学術総会 ランチョンセミナー4

第5会場　福岡国際会議場　4階 413+414

日本整形外科学会教育研修単位のいずれか1単位が
取得できます。（受講料1講演1,000円）

画像診断技術の進歩による
整形外科診療のパラダイムシフト
━ MRI編 ━

画像診断技術の進歩による
整形外科診療のパラダイムシフト
━ 超音波編 ━

Canon Medical System Corporation is Manchester United’s O�cial Medical Systems Partner



岡田　洋和 先生
岡田整形外科
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　整形外科診療において画像診断技術は急速に進歩しており、診断
や治療のアプローチに革命的な変化がもたらされている。 過去には
総合病院でしか検査できなかったMRIやハイエンド型超音波機器を
所持する診療所も稀ではなく、より詳細で高度な画像診断が身近な
ものになっている。 本講演では超音波機器の進歩が整形外科診療に
もたらす影響について述べる。 超音波機器は近年、目覚ましい進歩
を遂げ、多くの整形外科医に普及し、単純X線のみの画像診断は過去
のものになりつつある。 他の画像検査は得られた画像から異常所見
を探し出して診断するのに対し、超音波検査はダイレクトに疼痛部位
の異常所見を可視化できる。 その画像はリアルタイムで表示され、関
節や筋肉の動き、靭帯や腱の肥厚や断裂、注射針や薬液の広がりを
観察できる。 このリアルタイム性は超音波ガイド下注射という方法を
普及させ、関節内注射や神経ブロックをより確実に、より安全に行う
ことを可能にした。 そして、超音波機器の画像診断技術は3D画像、

組織の硬さを表示するエラストグラフィー、血流を表すパワードップ
ラーや描出困難な微細で低速な血流を可視化することも実用化さ
れ、もはやBモードだけの機械ではない。 今後はAI技術の登場により
画質の正確性、診断の再現性、検査の効率性の向上が期待される。 
異常所見の自動検出やパターン認識などが取り込まれれば、超音波
検査の欠点である検者による診断精度の差を減らせる可能性があ
る。 また、超音波検査の教育方法の確立は課題である。 現在、多くの
医師が独学で学んでいると思われる。 しかし、本当の意味での超音
波検査の普及とは機械の普及とともに画像検出能力、診断能力を持
つ医師の普及であり、その為には教育が必要である。 そして整形外
科専門医試験への出題や、心臓や甲状腺のように認定専門医制度へ
発展したときこそ、パラダイムシフトを起こした、と呼べるのではなかろ
うか。
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　整形外科診療では、解剖の知識とさまざまな疾患に関する情報や
経験にもとづき、問診と身体所見から鑑別診断をあげ、適切な画像検
査等の結果から最終的な診断を行っている。 画像診断ツールとして
超音波検査や単純X線、CT、MRIなどがある中で、近年の画像診断技
術の進歩により、整形外科診療はパラダイムシフトを迎えている。
　MRIの技術革新において、AIが果たした貢献は大きい。 これまでの
MRIでは、分解能を向上させるほどSNR（signal to noise ratio, 信
号雑音比）が低下しノイズが多い画像になってしまうというジレンマ
があった。 しかし、キヤノンメディカルシステムズ社はディープラーニン
グを用いてMRIのノイズを低減させるAdvanced intel l igent 
Clear-IQ Engine（AiCE）という技術を開発し、短時間で高画質の
画像を得ることができるようになった。 また、これまでのMRIでは低
信号で描出されるため評価が困難であった骨組織を、CTのように高

信号に描出する技術（CT like imaging）が近年注目を集めている。
　MRIの画像診断において、最新の技術を最大限活用するために
は、診療放射線技師や放射線科医との連携も欠かせない。 整形外科
医による読影には、どうしても臨床所見というバイアスが入りがちで
ある。 さらに、慌ただしい外来の中で画像を確認する際には、関心領
域が狭くなってしまいがちである。 見逃しを防ぐためにも、診療放射
線技師や放射線科医と協力して画像診断を進めていくことが画像診
断の精度を高めることにつながる。
　本講演では、本学医学部附属病院で導入しているキヤノンメディカ
ルシステムズ社製のMRI（Vantage Galan 3T / Focus Edition）で
撮像した足部・足関節疾患の画像所見について、実際の症例を用い
て解説する。

［ 一般的名称 ] 超電導磁石式全身用MR装置
［ 販 売 名 ］ MR装置 Vantage Galan 3T MRT－3020
［ 認 証 番 号 ］ 228ADBZX00066000　
［ 製造販売元 ］ キヤノンメディカルシステムズ株式会社　栃木県大田原市下石上 1385 番地

［ 一般的名称 ] 汎用超音波画像診断装置
［ 販 売 名 ］ 超音波診断装置 Ａｐｌｉｏ ｉ７００ ＴＵＳ－ＡＩ７００
［ 認 証 番 号 ］ 228ABBZX00022000　
［ 製造販売元 ］ キヤノンメディカルシステムズ株式会社　栃木県大田原市下石上 1385 番地

＊AiCEは設計段階でディープラーニングを用いており、本システム自体に自己学習機能は有しておりません

画像診断技術の進歩による
整形外科診療のパラダイムシフト ━ 超音波編 ━

画像診断技術の進歩による
整形外科診療のパラダイムシフト ━ MRI編 ━


